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衆議院経済産業委員会ニュース 

平成 29.5.31 第 193 回国会第 17号 

 

5 月 31 日（水）、第 17回の委員会が開かれました。

 

１ 経済産業の基本施策に関する件 

・世耕経済産業大臣、萩生田内閣官房副長官、石原内閣府副大臣、末松国土交通副大臣、武井外務大臣政務官、小林

防衛大臣政務官、田中原子力規制委員会委員長及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

神 山 佐 市君（自民） 

・対北朝鮮措置違反による迂回輸出入の状況及び第三国

経由による迂回輸出入を防ぐため第三国にどのような

働きかけをしていくのか、経済産業省の見解を伺いた

い。 

・2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会

に向けて、商店街の防犯カメラ・街路灯設置に対する

支援の必要性について、世耕経済産業大臣の所見を伺

いたい。 

 

中 野 洋 昌君（公明） 

・下請企業の取引条件改善に関する政府の取組の進捗状

況について伺いたい。 

・食品製造業、トラック運送業及び建設業等における下

請取引の適正化に向けた農林水産省、国土交通省及び

経済産業省の取組の概要及び今後の方針について伺い

たい。 

 

田 嶋   要君（民進） 

・ＬＥＤ化による省エネ・経費削減のため、千葉市の取

組（道路照明をリース方式によりＬＥＤ化）を参考に

各省庁が連携して期限を区切って取り組むことが必要

と考えるが、世耕経済産業大臣の見解を伺いたい。 

・新築住宅について省エネ基準の適合を義務化すること

により、住宅供給量の調整効果が見込まれ、リフォー

ム産業の拡大にもつながると考えるが、世耕経済産業

大臣の見解を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

畠 山 和 也君（共産） 

・本年５月 22 日の国連安保理報道声明における「対話

を通した平和的且つ包括的な解決を促進するため」と

いう文言と我が国の対北朝鮮措置の目的との整合性に

ついて伺いたい。 

・原子力規制委員会が北海道電力泊発電所周辺に活断層

の可能性を指摘するなど、北海道電力の原発運営事業

者としての資質の観点からも再稼働の申請を却下すべ

きではないかと考えるが、世耕経済産業大臣の見解を

伺いたい。 

 

鈴 木 義 弘君（民進） 

・政府が進める働き方改革、生産性の向上には、社員一

人一人に対する正当な評価と「やる気」を引き出す仕

組みが重要と考えるが、世耕経済産業大臣の所見を伺

いたい。 

・我が国が北朝鮮に対する経済制裁措置を講ずる一方、

北朝鮮と中国や韓国等との貿易額は増加していること

から、新たな段階の抑止措置についても検討すべきで

はないか。 

 

北 神 圭 朗君（民進） 

・特許権の保護対象とならない「匠の技」をいかにして

保護し、匠に利益を還元していくかについて、世耕経

済産業大臣の所見を伺いたい 

・北朝鮮が各国の銀行をサイバー攻撃しているとの報道

があるが、これでは経済制裁の効果も失われることに

なり、各国連携して対応すべきと考えるが、政府の見

解を伺いたい。 

 

 

 

 

 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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近 藤 洋 介君（民進） 

・今般発生した世界規模のランサムウェアを使用したサ

イバー攻撃による我が国の被害状況並びに北朝鮮の関

与の有無に関する認識及びその能力について、内閣官

房及び防衛省に伺いたい。 

・「日本版 Regulatory Sandbox」について、透明性と

公平性を持ったプロセスで進めることが重要だと考え

るが、世耕経済産業大臣の認識を伺いたい。 

 

福 島 伸 享君（民進） 

・日本版高度外国人材グリーンカード制度が、我が国に

有用な高度外国人材の受け入れ及び「内なる国際化」

につながっているのか、経済産業省における検証の状

況を伺いたい。 

・北朝鮮に対する経済制裁の効果が十分に表れない原因

及び北朝鮮と貿易を継続する国に対する措置の必要性

について伺いたい。 

木 下 智 彦君（維新） 

・官民ファンドである株式会社海外需要開拓支援機構

（以下「クールジャパン機構」という。）が米ＳＤＩ

メディア買収に際し、減損処理をしなかった理由及び

全体的なファンドのパフォーマンスを開示する必要性

について、経済産業省の見解を伺いたい。 

・クールジャパン機構の運営の在り方を官民ファンドと

するか、あるいはプライベート・エクイティ・ファン

ドとするか、世耕経済産業大臣の見解を伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 外国為替及び外国貿易法第十条第二項の規定に基づき、北朝鮮を仕向地とする貨物の輸出及び北朝鮮を原産地又は

船積地域とする貨物の輸入につき承認義務を課する等の措置を講じたことについて承認を求めるの件（内閣提出、

承認第４号） 

・世耕経済産業大臣から提案理由の説明を聴取しました。 

・質疑及び討論の申し出がありませんでした。 

・採決を行った結果、全会一致をもって承認すべきものと決しました。 

 （賛成－自民、民進、公明、共産、維新） 

 


